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北海道奈井江地区地震撮査報告
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Seismic　Prospecting　of　Naie　Distr至et，Ho蔵kai面

by

Shinji：Ninagawa

　　　　　A　seismic　prospecting　was　conducted　at　the豊orthem　part　of　the　Ishikari　plain　in

applying　refraction　method　during　September，1953．

　　　　　The　writer　made　a　traverse11ne　in　east－west　dlrection　crossing　the　plain，the　length

being9km．
　　　　　On　this　survey　t五e　writer　obtained　the　following　results；

　　　　　（1）　Five　velocity　layers　were　calculated　from　the　time　distance　cur▽es．

　　　　　In　comparing　these　velocity　layers　with　geologlcal　data，the　correspondency　will　be

as　follows・

　　　　　The　l　st　layer　1，700－1，900甲／sec・・・…　……　Quaternary　sediments

　　　　　T五e2nd　layer2，260－2，300　，，　一…　一…・・Tak1kawa　s6ries

　　　　　The3rd　layer　3，000－3，200．　，，　…・…・・…Kawabata　s3ries，or　include　Kabato

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　group

　　　　　The4th　layer　3，500，　　　，，　・……・・…（partially　Ishikari　series3，000m／sec）

　　　　　The5th　layer4，200－5，000　，，　……・・…・Mesozoic　or　PaleOzolc　base　rocks

　　　　　（2）　At　the　middle　part　on　the　travefse　line，t昼e5th　velocity　layer（base　rocks）

upheaves　steeply．

　　　　　The　velocity　distribution　on　the　eastern　part　from、the　upheaved　area　is　diだfereat

from　those　on　the　weStem　part．

　　　　　（3）　In　another　paraHel　seismic　line　which　was　set　up　at　the　northem　part　of　the

present　line，the　writer　also　sees　another　upheaマed　area　of　the5th　velocity　layer　at　the

westem　side　o£Ishikari　River．

　　　　　Ve星ocity　distributions　are，in　this　case，also　different　on　each　of　the　eas亡ern　and　wes．

tem　parts　from　the　upheaved　area。

　　　　　（4）　Between　these　upheavals　on　the　two　lines，presumable　the　existence　o五an

antiClinal　StrUCture　Or　faUlting　zOne．

　　　　　Judging　from　the　above　data，三t　is　possible　to　imag1ne　tわat　the　eastern　part　of　this

upheaved　area　cQrresponds　to　the　Ishikari　coal　field，While　the　western　part　to　the　K：abato

coa1丘eld．However，it　is　rather　unreliable　to　belie▽e　these　results　from　the　present　sim．

Pledataonly．
　　　　　（5）　It　is　more　desirable　to　conduct　some　test　bor量ngs貧10ng　Ishikari、尽iver　for　the

sake　of　not　only　clearing　up　the　underground　geological　structure　in　Ishikarj　Plain　but

also　for　the　development　of　those　coa1五elds　in・future・

要　　約

　昭和28年9月初旬から下旬にかけて約1カ月間，石

狩平野北部で地震探査を屈折法によつて実施した。測線

は平野をほ黛東西に横断し，長さは約9kmである。

成果を要約すれば次の通りである。

寒物理探査部

　　（1）本地域における速度層は5つに分類することが

できた。今後なお検討する点はあるが既知資料を参考と

し，地質層序と一応対比した。すなわち

　第1層　　1，700～1，900m／s　第四系

　第2層　　2，200～2，300m／s　滝川統

第3層　　3，000一ヅ3，200mls　川端統あるいは樺戸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層群か，石狩統の1
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　　　　　　　　　　　　部を含むことも考え

　　　　　　　　　　　　られる。
　第4層　　3，500m／s（一部3，000m／s）　石狩統

第5層　　4，200～5，000m／s　中生代あるいは古生

　　　　　　　　　　　　代の基盤岩類
　（2）地域中のほ黛中央附近において，基盤岩類と推

定される第5層は急激に隆起しているもののようで，こ

の隆起部を境とし，東部と西部で第3層，第4層の分布

状態が異なつている。’

　（3）本地域北方の豊沼測線（昭和28年度全国埋蔵炭

量炭質調査による地震探査）においても，基盤岩類の第

5層は石狩川左岸で隆起し，これを境に東部と西部で速

度分布を異にしている。

　（4）以上両測線の結果から，これら隆起部はほ璽南

北に延びる背斜構造と考えることができるし，あるいは

また，この隆起部の東部と西部で，速度分布が異なつて

いることから，これを1つの構造線と考え，石狩炭田と

樺戸炭田がこれによ・？て境されていると解釈することも

できる。しかしながら今回の調査のみから，全般の地下

構造の詳細年ついて論ずることは困難で。今後引続いて

本地域周辺の調査を行い充分検討する必要がある・

　（5）将来の炭田開発のため，また地震探牽による地

下構造究明に資するためにも，石狩川流域において試錐

調査を行うことが望ましい。

i．．緒　　言

　昭和28年9月3日から9月27日までの25日間に亘

り，北海道空知郡奈井江町および樺戸郡浦臼村一帯にお

いて，地震探査を実施した。

　調査は筆者のほかに氏家明，平沢清，川島威，鎌田清

吉，古谷重政が当り，測量は橋本与太郎，宇野沢昭，爆

発孔の作成は大滝忠雄によりそれぞれ行われた・

　なお本調査に引続き，全国埋蔵炭量炭質調査事業の一

環として，本区域北方約6kmの地域においても地震探

査が行われた。この調査も筆者等によく）て実施されたも

のであるが，その結果については，本報告とは別に発表

される筈である。

　調査に際し，札幌通商産業局石炭部開発課，現地町村

役場，明治鉱業株式会社および住友奈井江鉱業所等より

多大の援助を受けた。こ興こ深甚な謝意を表する。

2．位置および交通

調査地域は石狩平野の北部に位し，第1図に示すよう

に北海道空知郡奈井江町および樺戸郡浦臼村に亘り，石

狩川を擁むいわゆる石狩低地帯の1部である。

　交通は地域の東縁を函館本線がほ璽南北に縦走し，西

方に嫉札沼線が通り，とれら鉄道に沿つて国道が発達し

調査地に至るには便利である。た黛この附近に橋梁がな

いため，石狩川の連絡はすべて渡船によつている。

第1図位置図．

3．地形および地質

　調査地域はほとんど沖積平野で，そのほ壁中央を石狩
P
川 が北北東より南南西にむかつて緩く蛇行し，・流域一帯

は水田が発達している。この平野の東方は脊梁山脈の支

脈である夕張山脈に続く石狩空知炭田地帯である。この

地帯は白垂紀層を基盤として，古第三系の石狩統が露出

し，一般に地層の走向は南北性で，北西＝南東方向の斜

交断層が多く，これに伴なつて背斜・向斜構造がくりか

えされているQこの周辺において三井・三菱・住友等の

各会社が石狩統の爽炭層を稼行している6なお石狩空知

炭田の地質については，多くの文献があるのでこ玉では

省略する。

　一方平野の西方は，標高1，100mの地勢根尻山を主

峯とする，樺戸山塊に続く樺戸炭田地帯である。この地

帯は樺戸古生層を基盤とし，これに不整合に樺戸層群が

のり，さらに川端統・滝川統および第四系が分布してい

る。この樺戸層群は古第三紀層であるが，新第三紀層に

属するものか否かは疑間とされている。現在この附近に

おいて月形炭鉱が，樺戸爽炭層を稼行している・

4．調査目的および測線醜置

地域の両側はすでに詳細な地質調査が行われている

が，本地域は沖積平野のため，地下構造を推定するのに
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充分な資料がない・前にも述べたように，石狩炭田は中

生代の白璽紀層を，また樺戸炭田は中生層を欠いて古生

層を，一おのおの基盤として第三系の各地層が堆積してい

る。また樺戸層群と石狩層群との対比についても，種々

説があるようである○

　以上のよ5に石狩炭田と樺戸炭田は異なつた特徴をも

つており，両炭田が沖積平野下で，どのような推移をな

しているかという弓とは，地質学上からもまた炭田開

発に際しても重要な問題である。それがために平野下の

弾陸波速度分布を求め，地下構造を究明するとともに，

これら間題を解明し，将来の炭田開発に寄与する目的で

本地域において地震探査が行われたものである。

　測線は第1図に示すように，地形等の許す限り長く選

んで，両炭田地帯を結びほ罫東西方向にとつた。すなわ
　　　さワてをない
ち浦臼村札的内よりほ黛東方に延び，石狩川を横断し奈

井江町19号線に沿い，全長8，948mの直線に選んだ。

この聞に爆発点は4ヵ所設け，また受振点間隔は平均

100mとし，全測線に亀92点設置した。

　本調査の測線は『奈井江測線』’と呼び，北部の埋炭調

査における測線を『豊沼測線』と呼ぶこととしたQ

第1表　火薬量と距離の関係

婦．叢墨

1

2

3

4

5

6

5．調査器械および調査方法

調査器械はS．S．C．製12成分の地震探鉱器を使用し・

フィルター嫉R－0（10・》30サイクル）を用いた。一

爆発孔の作成は，・一タリー式試錐機により行つたが

石狩川流域は礫層が厚く分布し，掘さくは極めて困難で

あつた。1孔の深度は10－30mで，1爆発点に3～7孔

作孔Lた。
　調査方法は従来の屈折法と同様な方法で行つたが，前

記のような調査目的のため各爆発点からの爆発を全スプ

レッドについて受振した。それがために火薬は多量使用

した。参考のために火薬量と踵離の蘭係を第1表に示

すQ

　　　　　　　6．調査結果
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繭岡

　第2図上段は地震記録から零めた走時曲線である・こ

れを図式解析法によつて解析し，同図下段の地下速度分

布断面図を得た。これによると本測線におけ曹るように各

速度層を分類することができ’る。

第1層
第2層
第3層
第4層
第5層

1，700’》1，900m／s

2，200’》2，300m／s

3，000｛’3，200m／s

3，500m／s（1音βに3，000m！s）

4，200～5，000m／s

　これら各速度層について，図により説明する・

　第1層　1，700～1，900m／s　この速度層は1よりIV

にむかつて漸次低速度となつている。層厚は1附近で厚

・87。8i293・5囎4

く，約90mとなるほかは20～40m程度で，測線の全

域にわたつて分布している。

　第2層　2，200～2，300m／s　この層は第1層の下部に

ほとんど一様に分布しているが，た壁IV附近において

下位の第4層が上昇して㌧・るため，第2層はこの附近で

尖滅Lている。1－No．80の間における第2層の層厚は・

平均250mとなる。

　第3層　3，000～3，200m／s　II～III間．における走時

曲線から，この層の深度は地表より平均300mで東に

緩傾斜しているもののよ5であるが，一方1～II間での

この層の走時曲線は貧弱で，初動が認め難い。しかしな

がらIIゲIII間で一様に分布するのに』1～II間で急激

に消滅することは疑間である。これについて次のように

考えてみた。すなわち，1んII間でも分布するのである

が，『かくれた層』となり走時曲線上には初動とレてあ

らわれ難かつたものと考えた。計算によつて深度の限界

（ありうる最大の層厚）．を求めたが，これによると地表下

350m以上の深度で分布するならば（層厚300m以内）・

この間の走時曲線上には初動として認められないでも，
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この第3層の分

布する可能性が

考えられる。図

の点線で示レた

部分がこれであ

る。

爆発点III以

東では，第3層
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められないが，IV
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る。　しかしながら
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4，200m／s層の走時

らしいものは認めら

れない。今仮りにご

の4，700m／sの見
掛速度が，4，200m／s

層からのものとすれ

ば，3，500m／s層の

下部にこれとほマ平

行に分布すると推定

できる程度で，深度

や傾斜等について定

量的に求めることが

できず，た黛比較的

大なる深度で分布す

ると想像される程度

であるQ

　次に5，000m／s層

は，　II。III．IV　の

各爆発点から7，500

m／sの見掛速度があ、

らわれているが，こ

れに対応すべき反対

方向の見掛速度が得

られていない。それ

がため真の速度は決
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定することができず，一応5，000m／sと仮定して計算

した。この7，500m／sの見掛速度で示される走時曲線は

爆発点によつてそれぞれ折れ点の位置が異な・づているこ

とから，4，200m／s層のものと・一応分けて考え，5，000

m／s層を仮定Lて深度等を計算した。

7．調査結果に対する考察

本地域周辺における地震探査の資料は，石狩尿田地帯

については2，3あるが，樺戸炭田地帯ではほとんど資料

がない。石狩平野における速度層と地質層序との対比に

ついては，今後まだ検討を要すると思うが，既知資料を

参考とし，一応対比してみることとする。

　第工層は第四系と考えられる。滝川地区のそれと比較

し，わずかながら大きな値となつているが，これは本地

域では礫層等が厚く分布するためと思われる。

　第2層は新第三系の滝川統と推定することができ’る。、

　第3層は測線の西部にのみ分布するが，川端統と解釈

することもできる。あるいはこの層の下位の第5層（基

盤岩類）が古生層か白璽紀層かで異なるであろうが樺戸

來炭層群が石狩層群を一部包含すると考えることもでき

る。炭田の開発にはこの層と次の第4層は最も注目すべ

きものであるQ

　第4層は石狩層群の速度層と推定される・例えば夕張

地区・滝川地区の資料によつても，3，400～3，700m／sの

速度層はすべて石狩層群に対比されている。第4層のう

ちIV附近で一部3，000m／sとなり，低速度になつて

いるが，これについては種々な原因，例えば深度が浅く

なつたための風化（弾性波的な）による岩質の変化，ある

いは構造の影響等によるものではないかと考えられる。

　第5層は基盤岩類に対比できる値をもつている・北海

道の白璽系は，従来3，800m／s程度の速度をもつてい

るものと解釈されてきた。しかしながら最近の資料では

これより大きρな値となつているようであるQ本地域にお

いてもごの第5層は，白垂紀層かあるいは古生層に一応

対垢したが，4，200m／s層と5，000m／s層を，それぞれ

白墓紀層と古生層とに区分して解釈することは困難であ

る。、

　石狩平野において地震探査を計画する場合，調査目的

や地域により多少異なるであろうが，今回の調査結果か

らみて，10km以上の測線を選定することは必要と思

う。Lかしながら爆発点の数をより多く設置した方が当

然解析精度も向上され地下構造の解釈も容易となるであ

ろう。

8．結　　論

本地域における地震探査の結果，5つの速度層を求め

ることができ，既知資料を参考としてそれぞれ地質層序

と対比した。』

本地域周辺の地下構造を，豊沼測線の調査成果，重力

探査およびその他の既知資料等より綜合的に考察してみ

ることとする。

基盤と推定される4，200血／s層は，本測線と同様に

豊沼測線でも，石狩川左岸で最も隆起していることか

ら，南北に延びる背斜構造を考えるごともでぎる魁あ

るいはまた，この隆起部を境にして，東部と西部で異な

つた速度分布を示し速度層に変化があることから11つ

の構造線と考え，石狩炭田と樺戸炭田がこれによつて境

さ燕ていると解釈することも可能である。た黛この場合

考慮せねばならないことは，地震探査によるこのような

構造の変化が，重力探査の結果からは顕著に認められな

いことであるo

　隆起部西方においては，基盤までの深度は本測線で平

均600mとなり，重力探査の成果および豊沼測線の成’

果より北方および南方に漸次深度を増す傾向のようであ

る。一方隆起部の東方では，基盤までの深度は求めるこ

とがでぎなかつたが比較的深いものと想像される。

　石狩層群と解釈された第4層の3，500m／s層につい

て，その分布状態を観察してみると，前にも述べたよう

に，この層が上昇し地表下浅所に分布した場合速度が小

さくなるようであるが，このような傾向は豊沼測線，あ

るいは他の班知資料でも認められた。その原因について

一応の考察は行つたが将来吟昧を要する問題と思う。

　本測線における第3層・第5層は試錐調査によつて確

認しておくことが望ましく，今後石狩低地帯の地震探査

の実施に際し，これらの速度層が確認されれば探査の精

度や解釈上重要な資料を提供することであろう。

　本調査においては以上述べてきたような成果を牧め

た。しかしながら幾つかの疑問を残しているが，これら

の詳細は今後の調査を侯つて明らかにされるであろう。

　石狩平野の大半はすでに重力探査が完了し，定性的な

解釈がなされている。今後は長期計画のもとに地震探査

を実施し，定量的な解釈を行うとともに，地下構造を逐

次究明することが将来の炭田開発に当り必要であろうと

考えられる。
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